
ふ
れ
あ
い
第144号

親子で体験！！
野木・まちなか
グリーンツーリズム2011

深まる親子の絆。楽しかったね！
野
木
町

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

「
少
年
育
成
指
導
員
部
会
」

少
年
育
成
指
導
員
部
会
は
、
子
ど

も
達
へ
の
総
合
的
な
相
談
や
指
導
活

動
を
行
い
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
現
在
17
名
お
り
、
県

少
年
指
導
員
、
県
覚
せ
い
剤
等
乱
用

防
止
推
進
員
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代

表
、
県
少
年
育
成
指
導
員
、
町
保
護

司
会
代
表
、
野
木
交
番
所
長
と
様
々

な
方
々
が
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
町
内
の

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
街
頭
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
写
真

は
、
８
月
末
に
行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ

い
夏
祭
り
」の
際
に
撮
影
し
ま
し
た
。

今
後
も
子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来

の
た
め
、
メ
ン
バ
ー
一
致
団
結
し
て

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
公
民
館
々
報
ふ
れ
あ
い
の
記
事
に
関
し
て
の

　
問
い
合
せ
先

　
野
木
町
公
民
館　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（57）
４
１
８
８
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去
る
10
月
４
日
野
木
分
館
主
催
で

世
界
遺
産
に
な
っ
た
日
光
の
社
寺
め

ぐ
り
に
参
加
し
た
。
輪
王
寺
～
東
照

宮
～
二
荒
山
神
社
の
順
に
見
学
し

た
。
天
台
宗
の
三
本
山
の
一
つ
三
仏

堂
（
金
堂
）
は
、
日
光
山
で
最
大
の

建
物
で
現
在
修
復
中
。

東
照
宮
は
、
徳
川
家
三
代
将
軍
家

光
公
が
寛
永
年
間
に
豪
壮
華
麗
な
社

殿
に
改
築
し
た
。
現
在
の
お
金
で
約

４
０
０
億
円
。
本
殿
の
中
に
は
将
軍

家
、
御
三
家
、
大
名
家
し
か
参
列
で

き
な
か
っ
た
。
今
の
世
の
中
は
誰
で

も
お
参
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
良
か

っ
た
。

二
荒
山
神
社
は
、
日
光
山
信
仰
の

中
心
を
担
っ
た
古
社
で
あ
る
。
日
光

に
は
何
回
か
旅
行
等
で
見
に
行
っ
た

が
た
だ
見
る
だ
け
で
あ
り
、今
回
は
、

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
詳
し
く
見
学

す
る
事
が
で
き
た
の
で
、
有
意
義
な

研
修
に
な
っ
た
。
昼
食
も
ヘ
ル
シ
ー

な
日
光
葵
御
膳
で
大
満
足
。
好
天
に

恵
ま
れ
て
秋
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご

す
事
が
で
き
ま
し
た
。

10
月
１
日
（
土
）
は
友
沼
小
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
運
動
会
で
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
心
を
ひ

と
つ　

力
を
ひ
と
つ
に
と
ど
け
東
北

へ
友
小
パ
ワ
ー
」。

開
会
前
突
然
の
雨
の
た
め
テ
ン
ト

内
で
開
会
式
を
行
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
は

あ
っ
て
も
、
そ
の
後
の
進
行
は
順
調

で
し
た
。
午
前
は
児
童
の
個
人
走
、

団
体
種
目
等
が
続
き
、
友
小
パ
ワ
ー

が
全
開
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
応
援

も
取
り
組
む
気
持
ち
も
、
き
っ
と
東

北
に
届
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

天
候
も
回
復
し
た
午
後
は
、
地
域

の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
を
主
と
し
た
競

技
で
し
た
。

得
点
が
加
わ
る
た
び
に
、
熱
い
声

援
や
笑
い
声
が
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
広

が
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ロ
ビ
ー
さ 

ん
も
参
加
し
て
い
た
の
で
感
想
を
伺

う
と
「
カ
ナ
ダ
に
は
こ
の
様
な
大
会

は
な
い
の
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

多
く
の
人
と
も
会
え
た
の
で
嬉
し
か

っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
み
な
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

去
る
10
月
１
日
（
土
）
あ
じ
さ
い

公
園
に
て
、
あ
い
に
く
の
雨
が
降
る

な
か
で
定
刻
の
９
時
ス
タ
ー
ト
で
、

伝
統
あ
る
第
15
回
目
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
前
年
度
優
勝
杯
の

返
還
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
分
館
長

の
あ
い
さ
つ
、
役
員
に
よ
る
ル
ー
ル

説
明
に
続
い
て
、
選
手
代
表
が
力
強

く
選
手
宣
誓
を
行
い
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ー
は
御
婦
人
及
び
老
紳
士
が

真
剣
に
行
い
、珍
プ
レ
ー
も
続
発
し
、

和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
み
ま
し
た
。

１
．
参
加
者　

42
名

２
．
成
績

⑴
男
性
の
部

１
位　

篠
原　

隆
さ
ん

(

総
合
優
勝)

ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア　

74
点

⑵
女
性
の
部

１
位　

宮
崎　

昭
子
さ
ん

(

優
勝)

ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア　

82
点

研
修
旅
行

野木
（野木）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
運
動
会

友沼

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

新橋
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【記事に関する問い合わせ先】

野木町公民館（館報編集委員会事務局） ☎（57）4188

今
回
は
、
台
風
の
影
響
で
雨
の
分

館
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

結
城
紬
の
歴
史
は
、
奈
良
時
代
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
常
陸
国
の
特
産

物
と
な
り
幕
府
に
も
献
上
さ
れ
結
城

紬
と
呼
ば
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
町
の
バ
ス
を
利
用

し
、
結
城
市
に
向
か
い
ま
し
た
。
結

城
市
で
は
、
歴
史
・
文
化
・
観
光
を

案
内
し
て
く
れ
る
無
料
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
が
あ
り
、
男
女
各
１
名
の

方
に
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
コ
バ
ッ
グ
へ
の
藍
染
め

と
コ
ー
ス
タ
ー
の
紬
織
り
を
体
験

し
、
そ
の
後
見
学
し
た
酒
蔵
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
屋
根
の
半
分
が
被

災
し
、
雨
漏
り
を
し
て
い
ま
し
た
が

被
害
に
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。野

木
町
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
結

城
は
、
伝
統
工
芸
、
神
社
仏
閣
が
多

く
、
食
べ
物
も
美
味
し
く
機
会
が
あ

れ
ば
ま
た
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

10
月
１
日
（
土
）、
今
年
も
分
館

と
小
学
校
が
合
同
で
行
う
運
動
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

佐
川
野
小
学
校
は
、
小
さ
な
学
校

な
ら
で
は
の
地
域
の
人
々
、
父
兄
、

子
ど
も
達
、
み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ

て
楽
し
く
競
技
が
進
行
し
ま
し
た
。

３
つ
の
地
域
に
分
け
、
玉
入
れ
、
綱

引
き
、
小
学
生
か
ら
60
代
ま
で
が
走

る
「
年
代
別
リ
レ
ー
」
等
、
大
盛
り

上
が
り
の
中
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
お
は
や
し
会
の
ご
指
導
の

も
と
、
全
員
で
日
光
和
楽
踊
り
を
踊

り
、交
流
を
深
め
る
事
が
で
き
、楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

私
達
は
、
公
民
館
で
ピ
ア
ニ
カ
を

主
体
に
、
管
楽
器
・
打
楽
器
等
と
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
毎
回
、
バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
が
ピ

ア
ノ
伴
奏
を
し
な
が
ら
教
え
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
は
、
曲
の
途
中
、
一
瞬

リ
ズ
ム
を
変
え
た
り
、
和
音
を
変
え

た
り
し
て
、
ガ
ラ
ッ
と
雰
囲
気
を
変

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
リ
ズ
ム
や

ア
ド
リ
ブ
で
ジ
ャ
ズ
風
に
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
映

画
鑑
賞
も
や
り
、
小
学
生
の
受
け
を

狙
い
、
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
な
ど
、

ゲ
ー
ム
曲
も
や
っ
た
り
し
ま
す
。
文

化
祭
に
は
、「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」「
七

つ
の
子
」
を
用
意
し
ま
し
た
。

楽
器
が
色
々
。
メ
ン
バ
ー
の
年
齢

も
10
代
か
ら
70
代
。
楽
譜
が
苦
手
な

人
も
初
見
で
弾
く
事
が
出
来
る
達
人

も
い
ま
す
。

パ
ー
ト
を
渡
り
歩
く
の
も
有
り
、

エ
ア
ー
で
す
ま
す
の
も
有
り
で
す
。

練
習
風
景
を
見
に
い
ら
し
て
下
さ

い
。
公
民
館
で
、
月
に
３
回
行
っ
て

い
ま
す
。

連
絡
先　

野
中　

（57）
１
７
３
４

研
修
旅
行

南赤塚

佐
川
野
っ
子

ふ
れ
あ
い
大
運
動
会

佐川野

ア
ン
サ
ン
ブ
ルプ

リ
ズ
ム

サ
ー
ク
ル
紹
介
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町
の
文
化
祭
に
有
志
が
集
い
、
歌

っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
翌

年
の
平
成
９
年
に
発
足
し
た
こ
の
会

は
、
今
年
で
結
成
か
ら
14
年
に
な
り

ま
す
。
現
在
会
員
は
30
名
。
真
に
音

楽
を
愛
し
、
歌
う
こ
と
が
好
き
な
仲

間
た
ち
が
、
野
木
町
全
域
、
そ
し
て

近
隣
の
市
町
か
ら
も
集
い
、
月
に
２

回
、
潤
島
公
民
館
で
童
謡
を
中
心
に

歌
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

音
楽
を
愛
し
、
よ
り
豊
か
な
人
間

性
と
生
き
が
い
を
求
め
、
潤
い
の
あ

る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
い
う

目
的
の
も
と
、
積
極
的
に
町
の
文
化

祭
な
ど
に
参
加
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
役
割
も
担
い
、
町
内
の
福
祉
施

設
へ
の
慰
問
も
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。と

き
に
は
、
歌
詞
の
意
味
や
楽
譜

を
確
認
し
な
が
ら
、
真
摯
に
、
そ
し

て
楽
し
く
音
楽
と
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。
休
憩
時
間
の
お
茶
と
お
し
ゃ
べ

り
も
ま
た
、
み
ん
な
の
大
切
な
楽
し

み
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先　

小
口　

(56)
０
６
２
９

①
結
婚
年
数

58
年
に
な
り
ま
し
た
。

②
馴
れ
初
め

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
知
り
合
っ
た
恋

愛
結
婚
で
す
。

③
趣
味

章
男
さ
ん

現
在
は
病
気
の
為
、
特
別
に
は
無

い
が
、
以
前
は
夫
婦
で
国
内
外
旅

行
に
出
か
け
た
。

玲
子
さ
ん

今
は
愛
犬
と
の
散
歩

④
円
満
の
秘
訣

章
男
さ
ん

妻
に
感
謝
の
言
葉
を
か
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

玲
子
さ
ん

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。

⑤
健
康
の
秘
訣

玲
子
さ
ん

夫
が
糖
尿
病
な
の
で
、
特
に
気
を

使
っ
て
い
ま
す
。

腹
八
分
目
の
食
事
（
食
事
は
ノ
ー

ト
に
記
録
し
て
い
る
）

章
男
さ
ん
は
北
斗
自
治
会
の
初
代
自

治
会
長
と
し
て
大
変
苦
労
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
後
も
５
年
間
会
長
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

の
ぎ
町
童
謡
愛
好
会

小
牧
章
男
さ
ん（
88
才
）

玲
子
さ
ん（
77
才
）

南赤塚
特
集

（
夫
婦
）

「
き
ず
な
」

海外旅行での一枚手造りのドレスで !!
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